
 

※ このテクニカル講座は、Ver 4.01a を基に作成しております。

 

 

【３ＤＣＡＤ】・【２ＤＣＡＤ】・【仕様.構造図】・【Ｈプリント】プログラムから印刷をするとき

に、特記事項を挿入して印刷することができます。図面枠や凡例など、共有できる特記データを

作成しておけば、印刷時に簡単に挿入して印刷することができます。 
また、V4 から特記データに情報設定を行うことができるようになりました。これにより、印刷

時に挿入し、情報設定している内容を編集することが出来ます。 

今回は、プロッタ特記データの作成、情報設定、印刷時の情報編集について解説していきます。 

 

 

 

 

 
 

■ 01. データの作成  

 

プロッタ特記に登録するデータを作成します。 

【２ＤＣＡＤ】プログラムで作成します。 

  ※ ＡｕｔｏＣＡＤ、ＪＷＣＡＤで作成した図面枠がある場合は、【２ＤＣＡＤ】プログラムで読込 

     み([ＤＸＦファイル読込]または[ＪＷＣファイル読込]コマンドにて)、２ＤＣＡＤのデータとし 

     て記録([ファイル記録]コマンドにて)しておきましょう。 

 

下図のようなデータを【２ＤＣＡＤ】で作成して記録しておきます。 

 
 

 
 

Ｖ４からの新機能、「情報設定」を行う場合は注意が必要です。 

印刷時に、編集したい箇所([工事名称]・[図面名称]・[日付]・[縮尺]など)は、文字列を入力して

おく必要があります。文字列の内容は初期値となりますので、よく使う文字列を初期値としておく

と、印刷時の編集が少なくなります。また、印刷時の編集のときは、文字サイズ・間隔の変更は出

来ませんので、文字列が長くなったことを考慮して入力しておく必要があります。 

 

初期値を空欄にしておきたい場合は、スペース文

字列を入力しておくとよいでしょう。 

 

 

 

 

文字列の一部を編集したい場合は、文字列を分けて入力する必要

があります。 

例えば、縮尺表示部分の分母だけ編集したい場合は、「1/」と「100」

を分けて入力し、「100」の文字列に情報設定をします。 

 

※データの編集は、プロッタ特記登録のときにも出来ます。 

 



■ 02. 特記リストへ登録  

 

次に、記録した【２ＤＣＡＤ】データをプロッタ特記に登録します。 

 

(ユーティリティ)－ － を選択します。 

 

[ファイル]メニュー／[図面読込]を選択し、記

録したファイルを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[特記]メニュー／[特記リストへの登録]を選択します。 

[プロッタ特記登録]ダイアログが表示されます。登録する

分類項目を選択し、右リスト内の登録する場所を選択しま

す。 

 

分類項目またはリストの名称を登録するには、右下のエデ

ィットボックスに入力して、それぞれの[登録]ボタンをク

リックして登録します。 

 

[了解]ボタンをクリックして特記リストへ登録します。 

 

 

 

[確認]メッセージが表示されます。 

「はい」を選択すると、読み込んだ２ＤＣＡＤのデータは削除されま

す。削除したくない場合は「いいえ」を選択してください。 

 

 

 

■ 03. 特記リストの読込  

 

02 で登録した特記リストを読み込み、情報設定をする準備をします。 

 

[特記]メニュー／[確認／情報設定]を選択します。 

02 で登録したリストを選

択し、[了解]ボタンを選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

読み込んだプロッタ特記データに情報設定を行います。これにより、印刷するときに必要に応じて文字

を差し替えることができるようになります。 

 

情報設定項目は、右図の項目が用意されています。 

 

読み込んだプロッタ特記データに右図のように情

報設定を行ってみましょう。 

 

 

 

※ [特記]メニュー／[図面修正]を選択すると、【ユニＣＡＤ

   ことができます。 

 

 

■ 01. 情報番号設定  

 

[情報設定]メニュー／[情報番号設定]を選択

し、情報設定を行う文字列[工事名称](福岡邸

新築工事)をクリックします。 

 

 

[項目番号設定]ダイアログが表示されます。 

[工事名称]ボタンを選択し、[了解]ボタンをクリックしま

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に、[日付](Ｈ17.00.00)・[図面名称](内外部仕上表

ックして、項目番号を設定します。 

 

 

■ 02. 設定内容確認  

 

01 での項目番号の設定内容を確認します。 

[情報設定]メニュー／[設定内容確認]を選択します。 

 

[項目番号確認]ダイアログが

表示され、内容の確認ができ

ます。 

また、選択した項目が設定さ

れている文字は図面上で赤く

表示されます。 

 

 

 

建築主氏名 営業担当者 

建築主住所 会社名 

工事名称 建築士登録番号 

工事場所 建築士事務所登録番号

階、方位 特記１ 

図面名称 特記２ 

縮尺 特記３ 

日付 特記４ 

図面番号 特記５ 
設計担当者  

】プログラムが起動し、図面を修正する 

す。 

)・[縮尺](１/100)・[図面番号](00)をクリ



■ 03. 置換情報設定  

 

情報設定項目ごとに、置換する文字列のリストを作成します。 

印刷時に文字を差し替えるときは、このリストから選択することもできますし、入力して差し替える

こともできます。 

 

[情報設定]メニュー／[置換情報設定]を選択します。 

[項目リスト設定]ダイアログが表示されます。 

リストを登録する項目を選択し(図中Ａ)、登録するリストを選択します(図中Ｂ)。 

登録する文字列を入力して(図中Ｃ)設定ボタンをクリックするとリストに設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報設定が終了したら、[特記]メニュー／[設定情報の保存]を選択します。 

 

 

 

 

 

 
 

プロッタ特記を挿入して印刷してみます。 

【３ＤＣＡＤ】・【２ＤＣＡＤ】・【仕様.構造図】・【Ｈプリント】プログラムから印刷コマンドを選択しま

す。 

 

[印刷]ダイアログが表示されます。(各プログラ

ム共通) 

[特記]ボタンをクリックし、[特記の取得]ダイ

アログより登録した特記を選択して[OK]ボタン

をクリックします。 

 

倍率・向きを設定して[OK]ボタンをクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特記は用紙の左上にレイアウトされます。必要に応じてドラッグしレイアウトしなおします。 

 

02 で情報設定した内容を編集します。 

挿入した特記上で右クリックをし、[特記文字編

集]を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[項目リスト設定]が表示されます。 

左側の内容が、特記データ内の内容になります。右上部のボックスに差し替えたい文字列を入力し、[変

更]ボタンをクリックすると、左側の項目の内容に設定されます。 

また、[選択リスト]を選択すると、リストの内容が右上部のボックスに表示されます。このリストの内

容に文字を追加して設定することもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集前＞ 

 

 

 

 

 

 

 

                     ＜編集後＞ 
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